
高森町山吹ほたるパーク施設利用キャンセル料徴収運用基準 

 

１．目的 

本基準は、高森町山吹ほたるパークの管理等に関する条例第 23 条に基づき、使用者

等の責めに帰すべき理由により使用等の許可を取り消した場合における、キャンセル料

の徴収及び免除の運用について必要な事項を定める。 

 

２． キャンセル料を徴収する場合（「使用者等の責めに帰すべき理由」の解釈） 

次に掲げる利用者の都合等による取り消しの場合は、原則としてキャンセル料を徴収

するものとする。 

（１） 利用者の自己都合（病気、怪我、忌引、家庭・仕事の都合等）による取消し。 

（２） 利用者の不注意または準備不足による取消し。 

（３） 通常の降雨降雪等施設の利用に直接的な支障がない天候判断による取消し。 

（４） 条例、規則または利用条件に違反したことにより、使用許可を取り消された場

合。 

 

３．キャンセル料の額 

前項の規定に該当する場合、取り消しの申し出時期により別表に定める額をキャンセ

ル料として徴収する。キャンセル料の額算定における基本使用料とは、使用料の減免規

定の適用を受ける場合にあっては、当該減免適用後の基本使用料の額とする。 

降雨降雪等の天候判断によりキャンセルを行う場合（使用途中でのキャンセル含む）

には、高森町山吹ほたるパークの管理等に関する規則第５条別表（４）の適用により、

別表に基づき算定したキャンセル料を 50/100 減額とする。 

使用中にキャンセルを行う場合に 30 分以上経過している場合には１時間としてキャ

ンセル料を算定する。 

取り消しを申し出る時期 キャンセル料 

使用等予定日の前日 （受付時間内）に施設の使用等の取消

しを申し出た場合 
基本使用料の額の 5 割 

使用等予定日 （前日の受付時間終了時間以降から）に、施

設の使用等の取消しを申し出た場合、または、使用等予定

日までに施設の使用等の取消しを申し出なかった場合 

基本使用料の額の 10 割 

 

４．キャンセル料を免除する場合（「不可抗力・公益上の理由」の解釈） 

次に掲げる場合は、前項の規定にかかわらずキャンセル料を徴収しない。すでに納付

済みの使用料については全額還付とする。 



区分 具体的な適用基準 

災害・不可抗力 

・使用予定日または前日の時点で、当該地域に大雨・洪水・大

雪・暴風・雷等の警報または注意報が発令されている場合。 

・地震、風水害等の災害により、物理的に来場または施設利用

が不可能な場合。 

・公共交通機関の計画運休や主要道路の通行止めが発生してい

る場合。 

・地震、火災、落雷、設備故障等により、施設側が安全な利用

を提供できないと判断した場合。 

公益上の理由 

・町の緊急事業等により、町側から使用許可を取り消した場合。 

・感染症のまん延防止のため、国や自治体の要請に基づき施設

を閉鎖、または利用制限を行った場合。 

安全配慮 

・「熱中症警戒アラート」または「熱中症特別警戒アラート」が

施設使用日に⾧野県で発表されている場合。 

・暑さ指数（WBGT）予測値が 31℃（危険）以上である場合。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この基準は、令和８年４月１日から施行する 。 

（経過措置） 

２ この基準は、施行の日以後の利用許可に係るキャンセル料から適用し、同日前にな

された利用許可に係るキャンセル料については、なお従前の例による 。 


